
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１３号  平成２７年５月８日発行 

佐賀市水ヶ江 2-11-11 佐賀市大隈記念館  
 

日時：平成２７年５月１０日(日) 

時間：午前１０時～１４時(館内見学は１７時まで、１６：３０入場締切) 

場所：佐賀市大隈記念館 敷地内 (雨天決行) 

入場：無料(当日は入館料が無料になります) 

 

 

 

リニューアルオープンからもうすぐ３ヵ月。佐賀城下ひなまつり期間中は、4,000 人近

いお客様に足を運んでいただき、大盛況
だいせいきょう

でした。ありがとうございました。 

桜、ドウダンツツジ、ハナミズキの満開の時期を過ぎ、松の緑が青空により一層
いっそう

色濃く

映
は

えるこの季節。ゴールデンウィーク生家公開(５月６日まで)が終わると、５月 10日(日)

はいよいよ大隈記念館の一大イベント、大隈祭です。皆さま是非
ぜ ひ

足をお運びください。 

 

大隈記念館では大隈侯の偉業
いぎょう

を追想
ついそう

し顕彰
けんしょう

するために、毎年５月の

第２日曜日に大隈祭を開催しています。 

今年は早稲田大学大学史資料センターから檜皮先生を講師に迎え、

「大隈銅像と政治家大隈重信の生涯」と題した講演会が行われる他、ス

ピーチコンテストの入賞者による発表や大隈記念館スケッチ大会入賞

者の表彰式が行われます。 

午後は佐賀の八賢人おもてなし隊による寸劇
すんげき

や、小学生による合唱・

バンド演奏等の後、お楽しみ抽選会
ちゅうせんかい

も開催
かいさい

予定です。 

今回のリニューアルで、入り口の

門、記念館までのアプローチ、そし

て館内全てが一新しました。 

記念館一階は格調
かくちょう

高くモダンな

雰囲気
ふ ん い き

に、真紅
し ん く

の絨毯
じゅうたん

の階段を上

って二階にたどり着くと、真っ白な

明るい空間が広がります。八角ケー

スを導入するなど、より見やすく分

かりやすい展示となりました。ま

た、新しく製作された当時の生家の

様子がわかる模型
も け い

や大隈侯が着用

されたものと寸分
すんぶん

違
たが

わぬ緋色
ひ い ろ

のガ

ウンは必見です。 

 一階には生家の松林の緑を愛
め

でながら、読書やコーヒーを愉
たの

しむことのできるライブラリーカフェを新設し

ております。お越しの際は、喧騒
けんそう

を忘れ、こちらでゆっくりとした時間をお過ごしください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月第３水曜日に定例会を開き、勉強会を行っています。15名のメンバーでわきあいあいと楽しく佐賀の

歴史や大隈侯について学んでいます。まきの会ではこの度、大隈侯のことをもっとたくさんの方に知ってほ

しいという思いから『大隈カルタ』を作成しました。小さなお子様でも楽しく遊びながら大隈侯の人柄
ひとがら

や偉業
いぎょう

を知ることができます。生家公開時に遊べる他、講演や紙芝居
かみしばい

出張のご依頼
い ら い

をいただければ、あわせて楽し

んでいただけます。絵は佐賀でご活躍の井上信宏先生によるもので、大隈祭まで生家にて原画展も同時開催

しておりますのでどうぞ足をお運びください。 

まきの会の活動にご興味をもたれた方は、お気軽に記念館事務所へお声掛けください。 

 

◎大隈重信侯に関連する資料を収集しています！ 

大隈重信侯やそのご家族に関する資料(書翰、写真、遺品等)をお持ちの方がいらっしゃいましたら、

是非声をおかけください。寄贈をご検討いただけましたら幸いです。 

連絡先：大隈記念館 佐賀市水ヶ江二丁目11 番 11号 TEL0952-23-2891 

 

開館時間 

開館時間：9:00～17:00（入館は16:30まで） 

休館日 ：年末年始（12/29～1/3） 

入場料 ：大人 300円・こども 150円（団体割引あり）  

『七
しっ

寶
ぽう

焼
やき

 金魚繪
きんぎょえ

 花瓶
か び ん

 壱
いち

』 

▲ 書翰 封書部分 

大隈侯ご遺愛
い あ い

の品として長く当館収蔵庫
しゅうぞうこ

に眠っておりまし

たが、今回生家にて管理人をされていた方のご子孫の証言を

元に、皆様の前にお披露目
ひ ろ め

する運びとなりました。“壱
いち

”とな

っていることから複数個セットのものであったと推測されま

すが、当館所蔵はこちらのみとなります。当時の早稲田大隈

邸を記録した写真には『七宝
しっぽう

焼
やき

 花鳥
かちょう

紋
もん

大花瓶』を確認するこ

とができ、そちらは現在も早稲田大学で鑑賞
かんしょう

することができ

ます。こちらはそれに比べるとだいぶ小ぶりですが、繊細
せんさい

な花
はな

模様
も よ う

、金魚模様が大変美しい作りとなっております。 

お越しの際は、是非じっくりとご鑑賞ください。 


